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ウ
ィ
ザ
ス
あ
し
や
に
は
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
図
書
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
て
お
り
、
書
籍
の
貸
出
を
し
て
い
ま
す
。
蔵
書
数
は
お
よ
そ
1
、
0
0
0

冊
あ
り
、
今
回
は
そ
の
中
の
１
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
「
居
場
所
」の
な
い
男
、「
時
間
」
が
な
い
女
』
※

「
男
女
共
同
参
画
」
と
言
わ
れ
て
か
ら
ず
い
ぶ
ん
と
経
ち
ま
し
た
。
世
の

中
は
変
わ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
変
わ
っ
た
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
女
性
は
結

婚
・
出
産
に
よ
り
退
職
し
、
家
事
・
育
児
・
介
護
を
行
い
、
男
性
は
仕
事
中
心

の
生
活
で
家
事
・
育
児
・
介
護
へ
の
参
加
が
な
か
な
か
進
ん
で
い
な
い
と
い

う
の
が
、
実
情
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

著
者
の
水
無
田
氏
は
「
仕
事
以
外
の
人
生
の
選
択
肢
に
乏
し
く

世
界
一

の
孤
独

と
さ
れ
る
日
本
人
男
性
。
婚
活
、
妊
活
、
保
活
リ
ミ
ッ
ト
に
追
わ
れ

続
け
、（
中
略
）
家
庭
で
も
自
分
の
時
間
を
確
保
で
き
な
い
日
本
人
女
性
。
多

く
の
夫
と
妻
は
た
と
え
「
生
涯
」
を
共
に
し
て
も
「
生
活
」
を
共
に
し
て
い
な

い
。
」
と
書
い
て
お
り
、
男
性
の
「
関
係
貧
困
」
、
女
性
の
「
時
間
貧
困
」
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
を
使
い
説
明
し
て
い
ま
す
。

「
日
本
の
女
性
は
超
人
的
な
母
親
を
目
指
し
す
ぎ
て
い
る
？
」「
男
性
は

家
族
が
い
な
い
と
孤
独
死
す
る
確
率
が
上
が
る
？
」
な
ど
の
興
味
深
い
問

題
を
、
膨
大
な
デ
ー
タ
と
著
者
の
身
に
つ
ま
さ
れ
る
体
験
談
や
周
り
の
体

験
談
も
交
え
、
わ
か
り
や
す
く
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
解
説
し
て
い

ま
す
。
男
女
共
同
参
画
は
誰
か
が
考
え
る
問
題
で
は
な
く
、
皆
が
考
え
る
問

題
で
あ
り
、
皆
に
も
関
係
が
あ
る
問
題
で
あ
る
の
だ
と
、
改
め
て
気
づ
か
さ

れ
ま
す
。

今
回
紹
介
し
た
書
籍
以
外
に
も
随
時
新
た
な
書
籍
も
配
架
し
て
い
く
予

定
で
す
。
一
度
、
ウ
ィ
ザ
ス
あ
し
や
に
立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。『
読
書

の
秋
』の
１
冊
と
し
て
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
書
籍
を
読
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
（
書
籍
の
貸
出
の
際
に
、
初
め
て
の
方
は
身
分
証

明
書
が
必
要
で
す
）

※
『
「
居
場
所
」の
な
い
男
、「
時
間
」
が
な
い
女
』（
水
無
田
気
流
著

日
本
経
済
新
聞
出
版
社
2

0
1
5
）

　　芦屋市男女共同参画センター ウィザスあしや

〒 659-0065 芦屋市公光町 5-8 ( 公光分庁舎・北館１階 )
TEL.0797-38-2023 / FAX.0797-38-2175
E メール josei-ce@city.ashiya.lg.jp

　　　　　　■開　館 :月曜日～土曜日・午前９時～午後５時 30 分
　　　　　　■休　館 :日曜日・祝日・年末年始 (12 月 28 日～１月４日 )

　　　　　　　ホームページ  http://www.city.ashiya.lg.jp/danjo/withus/centerwithus.html

■平成 28 年９月発行 (秋号 )

編集・発行

「ウィザス」は、
ウィズアス = with us

“共に生きる ―

男女共生社会”の

理念を

表しています。

　東日本の震災から５年。再び大震災が熊本で発生した。全国でそ

の数、二千とも言われる活断層。今回は未知の断層が動いた可能性

があるという。余震が続く今も鹿児島では川内原発が稼動を続ける。

　原発は基準を満たせば安全なのだろうか？　今日も福島の東電

第一原発から、高濃度汚染水が発生し続けている。（菅）
【法律相談】■９月10日（土）・10月５日（水）・11月 12日（土）

　■午後２時～４時（１人30分）《要予約》

秘密厳守 面接相談

ウ
ィ
ザ
ス
あ
し
や
の
図
書
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

M
字
カ
ー
ブ
と
向
き
合
う

女性相談
無料相談・予約専用電話　℡ 38-2022

～ご相談には、予約が必要です～
■内　容 ①心の悩み相談

②家事調停相談

■日　時 ①第１・２・４金曜日（午前10時～午後４時）

②第１火曜日（午前10時～正午）

　　　　　　第３金曜日（午前11時～午後４時）

※一時保育（無料）〈要予約〉

絵　Ｈ . Ｍ

【女性に対する暴力をなくす運動】

平成28年度　市民企画講座

【神戸パイロットクラブ】　
◆ 講 座 名　親子で楽しめる「つくるアート」＜全６回／土曜日＞

◆日　　時　９月10日・10月８日・11月19日・12月10日・１月14日・

　　　　　　２月18日（土）＊時間はいずれも午前10時～11時30分

◆会　　場　男女共同参画センター セミナー室

◆対　　象　親子１０組（５歳～１０歳）定員を超えた場合は抽選

一時保育　２歳から未就学児　４人 (１人 300 円 ) ＜要予約＞

国の男女共同参画推進本部は、毎年 11月 12 日から 25 日

までの２週間、「女性に対する暴力をなくす運動」

を実施することを決定しました。

　夫・パートナーからの暴力、性犯罪・売買春、

セクシュアル・ハラスメント、ストーカー行為

等女性に対する暴力は、女性の人権を著しく侵害

するものであり、男女共同参画社会を形成していく上で克服すべき

重要な課題です。

芦屋市男女共同参画センターでは、市民団体と協働して啓発キャ

ンペーンを実施し、女性に対する暴力の防止を呼びかけ、市民に対

する啓発を行っています。　　　

一時保育つき大人の読書タイム

子育て中の皆さん、毎月第３月曜日と火曜日の２時間、ゆっく

りとお好きな本を読んでみませんか？

　あなたの読書中、お子さんはウィザスあしやの保育室

でお預かりします。

■日　　時　【月曜日】９月26 日・10月17日・11月21日＜午前10時～正午＞

　　　　　　【火曜日】９月20日・10月18日・11月15日 ＜午前10時～正午＞

　　　　　　※月曜日・火曜日とも先着各４人（２歳未満児の同伴不可）

■会　　場　男女共同参画センター ウィザスあしや

■対　　象　子育て中の親(祖父母を含む)と子ども(２歳以上就学前児)

■一時保育　各回とも、先着・各４人 (１人300円 ) ＜要予約＞

■申し込み　各月１日から、電話 ( ℡ 38-2023) でセンターへ

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

～
自
分
ら
し
く
働
け
る
社
会
～




